
【トラック０２　お姉さんとキスしながらお口で抜いてもらいましょうね♪】

真由莉「さあ、お部屋に到着、したわよ♪

　　　　　どう？綺麗な和室でしょう？

　　　　　接吻亭は濃厚な口淫はもちろんなのだけど、

　　　　　和風で綺麗なお店の雰囲気も有名なのよ・・・？」

花蓮　「ふふ、真由莉さん・・・？

　　　　せっかくの紹介だけど、この子、耳に入ってないみたいよ・・・？

　　　　さっきからぽ～～～っ・・・と　

　　　　魂が抜けたみたいな顔に

　　　　なっちゃってるわぁ。

真由莉「もう、花蓮さんがいきなり

　　　　　あんな容赦ないキスするからですよ・・・？

　　　

　　　　　ごめんね？ボク君もイヤだったら、

　　　　　言ってくれていいからね？

花蓮　「大丈夫大丈夫、この子もこう見えて、

　　　　身体は喜んでるから・・・♪

　　　　（■※マイク右耳・ゼロ距離）

　　　　だよね～♪

　　　　さっきキスしてる間中ずっと・・　お姉さんのお腹に

　　　　ガッチガチになった硬いもの、押し付けてたもんね♪

　　　　

　　　　気持ちいいよぉ～　お姉ちゃんのエッチなキス、気持ちいいよぉ～。

　　　　もっとして・・・ぼくのお口の中、

　　　　もっとぐちゃぐちゃに貪ってえ～っ。　　って♪　　

　　　　ず～～～～っと、主張し続けてたもんね♪

　　　　（■※優しい耳舐め・３０秒ほど）

　　　　　ちゅぱれろちゅぱ・・・



真由莉「まあ、そうだったの・・・？

　　　　　

　　　　（■※マイク左耳・ゼロ距離）

　　　　ほ～んと、エッチな子ね・・・♪

　　　　実はキスされたくて、堪らなかったの・・・？

　　　　じゃあ次は、真由莉お姉さんと大人のキス、しよっか♪

　

　　　　お姉さんとは、お互いねっとり舌を絡め合う、

　　　　愛情いっぱいの 恋人みたいなキス・・・。

　　　　恋人がセックスする時にするみたいな、

　　　　濃厚でディープなキス・・・。

　　　　いっぱい、しよっか・・・♪

　　　（■※マイク正面に回って）

　　　　んんっ・・・

　

　　　　ちゅばれろちゅばちゅばちゅばっ・・・♪

　　　　んんっ　くちゅくちゅくちゅ・・・♪

　　　（■※Ｄキス音　４０秒ほど）

花蓮　「あらら、お口取られちゃった♪

　　　　（※マイク右耳元　ゼロ距離）

　　　　じゃ・あ♪　そろそろボク君の、期待でパンパンになった

　　　　お・ち・ん・ち・ん♪

　　　　お口ですっきりさせてあげるね・・・♪

　　　　

　　　　お口でい～っぱい、舐めしゃぶったりぃ・・・♪

　　　　じゅっぽじゅっぽずっぽずっぽ、

　　　　お口に出し入れしながら・・・

　　　　唇でしごきまくってあげるわね・・・♪



　　　　知ってると思うけど、接吻亭のフェラチオは、凄いのよぉ？

　　　　キミ、どれだけ頑張れるかなあ・・・？

　　　

　　　　（■※マイクから離れて正面。）

　　　　（■※フェラを意識した距離で。）

　　　　（■※実際の距離はお任せします）

　　　　ふふ、それじゃ、ズボンとパンツ、下しちゃうからね・・・♪

　　　　ん・・・　しょ・・・　っと。

　　　　

　　　　まあ・・・♪

真由莉「っぷぁ・・・♪　まあ・・・♪

　　　　　ふふ、そんなに恥ずかしがらなくて大丈夫よ？

　　　　　お顔に似て、おちんちんも可愛いのかな～って思ったけど・・・

　　　　　ふふ、思ってたよりずっと立派よ・・・♪

　　　　　んんっ・・・ちゅぱちゅばちゅぱ・・・

　　　　（■Ｄキス音　３０秒ほど）

花蓮　「うんうん、キミくらいの体形だと、

　　　　普通もっと小さいんだから。

　　　　

　　　　それじゃ、この立派でガッチガチになっちゃった

　　　　おちんちんを・・・

　　　　れろ・・・　ちゅぱ・・・　れろ・・・・

　　　　ふふ、もう先っちょから、めっちゃ汁、垂れてるじゃない・・・♪

　　　　ん・・・れろ・・・

　　　　さっきのキスだけで、

　　　　もう射精したくなっちゃってたんだ♪

　　　　れろ・・・ちゅぱ・・・れろ・・・

　　　　（※舐めるようなフェラ・２０秒ほど）



真由莉「んん・・・　ぷあ、

　　　　　ふふ、気持ちいい？

　　　　　　

　　　　　私と、ねっっっとり・・・。

　　　　　執拗に舌を絡められる

　　　　　ディープキスしながらぁ・・・♪

　　　　　ちゅぱちゅぱちゅぱ・・・♪

　　　　　花蓮さんに、

　　　　　おちんちんをチュパチュパ舐めしゃぶられるの・・・

　　　　　とっても、気持ちいいの・・・？

　　　　　んんんっ　ちゅばちゅばちゅば・・・・♪

花蓮　「んんっ　ちゅぱれろちゅぱ・・・

　　　　まだイクなよ～　ボクくん？　

　　　　気持ちいいのは、ここからなんだから・・・♪

　　　　

　　　　じゃあ舐めるだけじゃなくて、

　　　　そろそろ本格的にお口に出し入れして・・・

　　　　んっ！　ぶぽっ！　んっ！　んっ！

　　　　ちゅぽっ！　んっ、　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　

　　　　（■※ピストンフェラ　３０秒ほど）

　　　　　　　　

真由莉「っぷあ、　まあ♪

　　　　　身体がいきなりビクンって跳ねて・・・♪

　　　　　ふふ、思いっきり、感じちゃった・・・？

　　　　　花蓮さんのフェラ、凄いわね・・・♪

　　　　　すぼめた唇が、ぶっぽぶっぽぶっぽ

　　　　　キミのおちんちん扱きあげて・・・

　　　　　キミ・・・　初めてでこんな物凄いフェラチオされたら、

　　　　　もう今後は・・・このお店の子とじゃないと、

　　　　　満足できない身体になっちゃうね・・・♪

　　　　　んんんっ　ちゅぱちゅばれろちゅば・・・

　　　

　　　　　（■※ディープキス　３０秒ほど）



花蓮　「んっ！ぶぽっぶぽっ！

　　　　　っぷぁ♪　

　　　　さっきファーストキスしたばっかりなのに・・・

　　　　んっ！　ぶぽっ！　んっ！　んっ！

　　　　ちゅぽっ！　んっ、　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　もうこんな濃厚すぎるプレイして・・・

　　　　ちゅぼっちゅぼっぶぽっ！

　　　　知らないぞ～♪　

　　　　これから性癖がぐにゃぐにゃに

　　　　曲がっちゃっても・・・♪

　　　　お姉さんたち、知らないぞ～♪

　　　　んっ　んっ！　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　んっ！

　　　　（■※ピストン以外にも、舐める音など含めたフェラ音　　～３０秒ほど～）

真由莉「ふふ、花蓮さん、乗ってきたみたいね・・・♪

　　　　　じゃあ、私も、アゲちゃおうかしら♪

　　　　ボクくん、ごめんね・・・♪

　　　　恋人みたいなキスしてるつもりだったけど、

　　　　やっぱりボク君がかわいすぎて・・・♪

　　　　私も、もっと激しく、しちゃうね・・・♪

　　　　ピュアなキミのこと、一方的に貪るみたいなキスしちゃうけど、

　　　　許してね・・・♪

　　　　いくわよ・・・？

　　　　んんんっ！

　　　　ちゅばべちょちゅばっ！

　　　　れろべちょちゅばちゅばちゅばっ！

　　　　（■※激しいディープキス音　４０秒ほど）



花蓮　「んっ　ちゅぼっ　　

　　　　　っぷぁ・・・。

　　　　わぁ♪　エッグぅ・・・♪

　　　　真由莉さん、優しい顔して、

　　　　私よりよほどエグいキスしてるじゃない・・・♪

　　　　んんっ！　ぢゅっぽぢゅっぽぢゅっぽ！

　　

　　　　こんなエッロいキスされて、ボク君、耐えられる訳ないじゃない♪

　　　　ねえ？

　　　　んんっ　ちゅばっ！　

　　　　じゅ～～～～～～～～～～～っ・・・♪

　　　　じゅず～～～～～～～～～っ♪

　　　　いいからね？いつでもお口に出して、

　　　　いいからね？

        

　　　　んんんっ！

　　　　んっ！　んっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　ちゅぼっ！　んっ！　んっ！　ぶぽっ！　んっ！　

　　　　（■※リズミカルに。ピストン多めで４０秒。

　　　　（■※でもたまに舐めたり吸ったりを混ぜて）

真由莉「んちゅっ！舌同士でセックスするの・・・気持ちいいね♪

　　　　　じゅぱれろじゅぱっ！

　　　　　ん？　もう出そう・・・？

　　　　　んんっ　じゅくちゅばじゅぱれろれろじゅぱっ！

　　　　　出して・・・？　んちゅっ　

　　　　　キスしたまま、花蓮さんの

　　　　　お口の中に・・・ちゅばっ

　　　　　いっぱいいっぱい・・・出して？

　　　　（■※ディープキス音　２０秒）



花蓮　「じゅ～～～～～～～っ！！

　　　　　じゅず～～～～～～～～～～～～っ！

　　　（■※射精）

　　　（■※苦しくない感じで。）

　　　（■※「んっ！」を強く発音する程度でお願いします）

　　　　んんっ！

　　　　ん・・・　　　ちゅ・・・♪　んっ・・・　　　　ん・・・　　　ん・・・

　　　　ちゅ・・・　　　んっ・・・　　　んっ・・・　　　　ちゅ・・・　　　ん・・・

　　　　んっ・・・　　　　　　ん・・・　　　　　　ん・・・　　　　ちゅ・・・・　　　　ん・・・

真由莉「っぷは・・・♪

　　　　　わぁ・・・♪　出しちゃったね・・・♪

　　　　　初めてのフェラで、口内射精・・・♪

　　　　　んちゅっ・・・れろれろれろ・・・♪

　　　　　気持ちいい？　

　　　　　お口の中にびゅっびゅするの・・・♪

　　　　　ちゅぱれろれろ・・・

　　　　　

　　　　　これが、口内射精・・・　なのよ・・・？

　　　　　ちゅぱれろれろ・・・ちゅぱちゅぱ・・・　

　　　　　ふふ、いっっ・・ぱい、　出してね♪

　　　　（■※優しいディープキス音　１５秒ほど）



　　

花蓮　「んっ・・・♪　（ちゅぽんっ・・・！）

　　　　ふふ・・・♪　ふっごい・・・♪

　　　　いっふぁい、れた・・・♪

　　　　ほら、ボク君、見へ？

　　　　あ～～～～～～～～～～ん♪

真由莉「まあ♪　すっっっ・・・ごい♪　真っ白・・・♪

　　　　　キミ、ほんとにすっごい量、出したのね・・・♪

　　　　　ふふ、よっぽど気持ち良かったのね・・・♪

花蓮　　（※■マイク近くに移動しながらセリフ）

　　　　

　　　　　「んあっ♪ 　ふごい・・・♪

　　　　　濃いプリップリろせーし・・・♪

　　　　　こんらにらしたのよ・・・♪

　　　　　ほあ♪

　　　　　じゃあ、このふぇーし・・・

　　　　　ぐちゅぐちゅ咀嚼ひて、

　　　　　ごっくん・・・　　ひちゃうわね♪

　　　　　んんんっ・・・

　　　　　むちゅぐちゅっ・・・　ぐちゅれちゅぐちゅ・・・

　　　　　んあ・・・っ♪　れろっ・・・♪

　　　　　んちゅぐちゅ・・・　ぬちゃれちゃっ・・・

　　　　　くちゅくちゅくちゅ・・・♪

　　　　　くちゅくちゅくちゅ・・・♪

　　　　　んっ！（ごくっ）　　んっ・・・　

　　　　　

　　　　　んっ・・・ごくんっ・・・

　　　　　

　　　　　んくっ・・・　　　　んっ・・・　ごくんっ・・・

　　　　　んっ・・・　　　んっ・・・・！



　　　　　っぷぁ・・・♪

　　　　　あ～～～～～～ん♪

　　　　　ほら、　綺麗にごっくん、しちゃった♪

　　　　　（■耳元・ゼロ距離）

　　　　　はあ・・・　キミのせーし、　

　　　　　すっっ・・・　ごく、濃かったわよ・・・♪

　　　　　ぷるっぷるで・・・ねっとりネバついてて・・・

          こんっ・・・なに濃厚なせーし、初めて・・・♪

　　　　 

　　　　　（■※耳から離れて）

　　　　　ふふ、じゃあお口洗って来るから、

　　　　　ちょっと待っててね♪

　　　　

真由莉「じゃあ、次は真由莉お姉さんが

　　　　　おちんちんをお口で

　　　　　キレイキレイしてあげるから・・・♪

　　　　　そのままいい子に、しててね♪

　

　　　　　（■※マイク正面へ移動）

　　　　　（■※フェラを意識した距離で）

　　　　　（■※実際の距離はお任せします）

　　　　　ん・・・ちゅぱ・・・　れろ・・・　れろ・・・　ん・・・　れろ・・・

　　　　　（■※優しいおそうじフェラ　　１５秒ほど）

　　　　　んちゅっ　尿道に残ったお精子も

　　　　　吸い出すからね～♪



　　　　　

　　　　　ん、す～～～～～～～～～～っ・・・

　　　　　ん、ちゅうちゅう、

　　　　　じゅ～～～～～～～～～～～～～っ

　　　　　じゅ～～～～～～～～～～～～～っ

　　　　　ん、す～～～～～～～～～～っ・・・

　　　　

　　　　　（ちゅぽんっ）んっ・・・

　　　　　ふふ、お掃除しただけで、

　　　　　またガッチガチ・・・♪　　素敵・・・♪

　　　　ん・・・ちゅっ・・・　　ちゅう・・・ちゅう・・・　

　　　　ちゅぱれろちゅぱ・・・

　　　　ん～～？　またこのままお口でして欲しいの・・・？

　　　　ちゅぱちゅぱれろちゅぱ・・・

　　　　いいわよ～。じゃあこのまま・・・

　　　　次は真由莉お姉さんがお口で・・・

　　　　コキコキしてあげるからね・・・♪

　　　　んんっ！

　　　　ぶぽっ！　ぶぽっ！　ぶぽっ！

　　　　（■※ピストンフェラ　３０秒ほど）

花蓮　「（※■マイクから少し離れて）

　　　　　おまたせ～～っ・・・　って、

　　　　　おっ？　もうおっぱじめてるね～～～♪

　　　　（■※マイク右耳に近寄っていって）

　　　　　

　　　　　じゃあ、次は私と、キスしながら、

　　　　　真由莉さんにお口で抜いてもらおっか♪

　　　　　私とまたねっとり・・・

　　　　　夢中になって舌同士を絡め合う、

　　　　　セックスするみたいなキスしながら・・・



　　　　　今度は真由莉お姉さんのお口の中に、

　　　　　たっぷり・・・♪　

　　　　　濃厚なお射精、キメちゃおっか・・・♪

　　　　　いくよ・・・？

　　　　　（■※マイク・キス位置）

　

　　　　　んんんっ・・・

　　　　　（■※少しゆったりなディープキス・３０秒）

真由莉「んあっ　　凄い・・・♪

　　　　　若いから、とっても元気・・・♪

　　　　　れろぉ・・・ちゅばれろ・・・れろれろ・・・♪

　　　　　ほら、タマも優しくモミモミしながら、

　　　　　おしゃぶりしてあげるからね・・・♪

　　　　　ちゅばちゅばっ　れちょちゅばっ・・・

　　

　　　　　ふふ、玉袋も鬼頭もパンッパン・・・♪

　　　　　お姉さんたちに「ごっくん」して欲しくて、

　　　　　いっぱい溜めて来たのね・・・♪

　　　　　ほ～んと・・・いやらしい子・・・♪

　　　　　ちゅばれろちゅばっ

　　　　　（■※舐めしゃぶるフェラ・３０秒ほど）　　　

花蓮　「っぷぁ・・・♪　ふふ、可愛い・・・♪

　　　　　また目をとろ～んって、させて・・・♪

　　　　　手も足もそんなにぴーんとして・・・♪

　　　　　そんなに感じちゃう・・・？

　　　　　ちゅぱちゅぱちゅぱ・・・♪

　　　　　

　　　　　ほら、乳首も指先で

　　　　　カリカリ、こりこり・・・って、

　　　　　軽く引っかいてあげる・・・♪



　　　　　ほら、かりかりかり・・・かりかりかり・・・・

　　　　　こりこりこりこり・・・♪

　　　　　（■※優しいディープキス　３０秒ほど）

　　　　　　　

真由莉「んあっ　

　　　　　さっきファーストキスしたばかりなのに、

　　　　　もうこんな濃厚なプレイ、

　　　　　覚えさせられちゃって・・・♪

　　　　

　　　　　れろれろっ　　　　　

　　　　　ちゅぼっちゅぼっ！　ちゅばちゅばっ・・・

　　　　　お姉さんたち、ボク君のこれからが心配よ・・・？

　　　　　んんっ！　ちゅばれろちゅばっ！

　　　　　んっ！　んっ！　んっ！　んぽっ！

　　　　　これじゃ、お姉さんたちに、ズブズブになっちゃうね・・・♪

　　　　　ちゅぼっ！　んっ！　ちゅぼっ！

　　　　　（■※ピストン＆舐めフェラ　３０秒ほど）

花蓮　「かりかりかり・・・かりかりかり・・・・

　　　　　こりこりこりこり・・・♪

　　　　　気持ちいい・・・？

　　　　　舌を絡めながら、乳首責められてぇ・・・♪

　　　　

　　　　　真由莉さんから蕩けるようなフェラで

　　　　　おちんちんコキコキされてぇ・・・♪

　　　　　また精子、むくむく上がってきちゃう・・・？

　　　　　ちゅばちゅぱちゅぱ・・・

　　　　　（■※優しいディープキス　２０秒程）



真由莉　「んあっ♪　ふふ、可愛い・・・♪

　　　　　　もうお顔、とろっとろ・・・♪

　　　　　　んんっ！　ちゅぼっ！　んっ　んっ、　ちゅぼっ

　　　　　　そんなにビクビクってして・・・♪

　　　　　　もう限界なの・・・？　　　　　

　　　　　　んっ　じゅ～～～～～～～っ♪

　　　　　　んっ　ぢゅ～～～～～っ

　　　　　　

　　　　　　いいわよ・・・♪　んちゅっ

　　　　　　じゃあ最後は頬をすぼめて、

　　　　　　激しくコキコキしてあげるから・・・

　　　　　　またお口に、びゅっびゅしましょうね・・・♪

　　　　　　んんっ！

　　　　　　んっ！（ぶぽっ　んっ！（ぶぽっ！）　んっ！（ぶぽっ！）　

　　　　　　んっ！（ぶぽっ！）　んっ！（ぶぽっ！）　んっ！（ぶぽっ！）　

　　　　　（■※リズミカルなピストンフェラ　　５０秒ほど）

花蓮　　　「じゃあ私も、凄いの・・・いくよ・・・？

　　　　　　また貪るみたいにキミのお口の中、

　　　　　　舌でぐっちゃぐちゃにかき回しちゃうから・・・♪

　　　　　　遠慮なく真由莉さんのお口の中に、

　　　　　　二発目の精子、おくち中出ししてね・・・？

　　　　　　いくよ・・・？　

　　　　　　んんんっ！

　　　　　　（■※激しいディープキス　３０秒）

真由莉　「じゅ～～～～～～～っ！！

　　　　　　じゅず～～～～～～～～～～～～っ！



　　　　　（■※射精）

　　　　　（■※苦しくない感じで。）

　　　　　（■※「んっ！」を強く発音する程度でお願いします）

　　　　　　んんっ！

　　　　ん・・・　　　ちゅ・・・♪　んっ・・・　　　　ん・・・　　　ん・・・

　　　　ちゅ・・・　　　んっ・・・　　　んっ・・・　　　　ちゅ・・・　　　ん・・・

　　　　んっ・・・　　　　　　ん・・・　　　　　　ん・・・　　　　ちゅ・・・・　　　　ん・・・

花蓮　　「わぁ・・・♪　また出てる・・・♪

　　　　　ちゅぱちゅぱ・・・　ほら、射精中も、

　　　　　舌、絡めてあげる・・・。

　　　　　乳首もカリカリカリカリ・・・

　　　　　し続けてあげるね・・・♪

　　　　　ちゅぱちゅぱ・・・・

　　　　　（■※優しいキス　１５秒ほど）

　　　　　

　　　　　　　　　

真由莉　「んっ・・・♪（ちゅぽんっ）

　　　　　　んふ♪　またいっっ　ぷぁい♪

　　　　　　らひたわね・・・♪

　　　　　　ほあ、おくひの中見へ？

　　　　　　あ～～～～～～～～ん♪



花蓮　　「わあ♪　すごい・・・♪

　　　　　これ、ほんとに二発目なの・・・？

　　　　　まだとんでもない量と濃さじゃない・・・♪

　　　　　若いって、凄いわね～♪

　　　　

真由莉「ほら、もっと見ふぇ？

　　　　　あ～～～～ん・・・♪

　

　　　　　（■※マイク少しだけ左よりに、少し近づいて）　

　　

　　　　んあっ　　ふっごいれたわね・・・♪

　　　　れろっ・・・えろっ・・・

　　　　じゃあじっくり、舌れこねくり回しながら・・♪

　　　　ごっくん、しひゃうからね・・・♪

　　　　んんっ！

　　　　

　　　　んちゅっ・・・　ぐちゅねちゅねちゅ・・・♪

　　　　んっ　んんっ・・・♪

　　　　ぐっちゅぐっちゅぐっちゅ！

　　　　んあぁっ♪　　れろっ・・・えろっ・・・　　　　

　　　　んっ　んちゅっ　ぐちゅねちゅねちゅっっ！

　　　　くちゅくちゅくちゅくちゅくちゅくちゅくちゅ・・・　　　

花蓮　「うわあ♪　真由莉さん、エッロぉ・・・♪

　　　　　ふだん物腰が上品で控え目な性格だから、

　　　　　余計にエロく感じるのよね～♪

　

真由莉「（■※飲み込む）

　　　　　んっ！（ごくっ）　んっ・・・

　　　　　んっ・・・ごくんっ・・・

　　　　　

　



　　　　んくっ・・・　　　　んっ・・・　ごくんっ・・・

　　　　　ンっ・・・　　　んっ・・・・！

　　　　　っぷぁ・・・♪　　はあ・・・♪

　　　　　ふふ、綺麗にごっくん、しちゃったわよ・・・♪

　　　　　んっ・・・　　はあ・・・

花蓮　「（■※　耳元によって）

　　　　　すっごい・・・真由莉さんに大量に精子・・・

　　　　　ごっくん・・・させちゃったね・・・♪

　　　　　綺麗で上品な真由莉さんに

　　　　　こんなに大量に口内射精して・・・

　　　　　妊娠でもさせるみたいにごっくんさせて・・・♪

　　　　　ふふ、これが憧れの、口内射精よ・・・♪

　　　　　今、どんな気持ち・・・？

　　　　　（■※離れて）

　

　　　　　じゃあ、次は私がおちんちん、

　　　　　綺麗にしてあげるね～♪

　　　　　気持ちいいと思うけど、我慢してね～♪　　　　

　　　　　

　　　　　（■※フェラを意識した距離に移動）

　　　　　（■※実際の距離はお任せします）

　　　　　んちゅ・・・　　　ん・・・　　　れろ・・・

　　　　　（■※優しいおそうじフェラ　２０秒ほど）

　

真由莉　「（■※マイク左耳・ゼロ距離）

　　　　　はあ・・・キミが、無駄撃ち♪した大量の精子

　　　　　お腹に入れちゃった・・・♪

         　すっっ　ごく濃くて、

　　　　　喉が妊娠しちゃうかと思ったわ・・・♪



　　　　　お姉さんのおくち、

　　　　　気持ちよかった・・・？

　　　　　

　　　　　温かいおくちの中に、

　　　　　夢中になってお射精するの・・・幸せ・・・？

　　　　　ちゅぱれろちゅぱ・・・

　　　　　（■※優しい耳舐め　　１５秒）

花蓮　　「んあっ♪　

　　　　　はぁ・・・♪

　　　　　あは♪

　　　　　もう♪　またおちんちん、

　　　　　硬くなり始めてるぞぉ♪

　　　　　んちゅっ・・・　れろれろれろ・・・♪

　　　　　またお口でしてほしいの・・・？

　　　　　

　　　　　ふふ、いいぞ～♪

　　　　　ここは接吻亭、なんだから・・・♪

　　　　　何発でも何十発でも・・・。

　　　　　好きなだけお口で。　抜きまくっていってね～♪

　　　　　

　　　　　んんっ　ぶぽっ！　ぶぽっ！　　んっ！

　　　　　（■※リズミカルなピストンフェラ　３０秒）

　　　　　（■トラック２　終～）


